
 

  

 

１ 本校の概要 

本校は、通常学級 13 クラス、特別支援学級３クラス、

児童数 399名の中規模校である。「生き生き元気伸び育つ

新田っ子の育成」を目指し、日々教育活動に取り組んで

いる。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

   

 ⑵ 実践概要 

＜読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組＞ 

 ア 読書タイム（毎週金曜日） 

全校児童が朝の 10分間読書を行っている。 

 イ 学期ごとに図書キャンペーンを実施 

  １学期 

 〔貸出まつり〕４月 23日の子ども読書の日に合わ 

せたイベント。決められた２日間に本を借りると通 

常貸出冊数よりプラスして借りられる「プラス２冊 

券」がもらえる。 

    〔しりとりラリー〕読んだ本の題名でしりとりを 

  していく。用紙がいっぱいになるとしおりが作れる。     

  ２学期  

   10月の１か月間、読書月間として次のような取組 

  を行っている 

    〔読書ラリー〕読んだページ数分、指定された色 

  をカードに塗っていく。学年ごとの目標を達成する 

  と、オリジナルのしおりを作ることができる。 

 

         

 

 

 〔読書の木〕全校児童がおすすめ本の紹介文を

書き、廊下に掲示する。図書ボランティアが読書

の木を製作している。 

 

 

 

各学級にも読書の木を作成し、１冊読むごとに木の

実や葉を増やしていった。 

 〔市立図書館司書によるブックトーク〕３年生対象 

 〔全校ビブリオバトル〕３年生以上の学年でビブオ 

バトルを開催し、各学年のチャンプ本を決定、代表者 

が市のビブリオバトルに参加した。 

 〔お話給食〕読書月間中の木曜日に本に出てくるメ 

ニューを給食と結び付け、本の紹介を行った。 

３学期 

 〔図書委員会おすすめ本を読もうキャンペーン〕 

   図書委員会おすすめ本を読む。読み終えるとカー 

 ドにシールを貼ることができる。 

 ウ ボランティアによる読み聞かせ 

ボランティアの「エルマー」が、毎月２回水曜日の

20分休みに、読み聞かせを行っている。 

 エ おすすめ本の紹介 

図書館からのおすすめ本のコーナーを作り、毎月本

の紹介をしている。 

 オ 図書だよりの発行 

  新刊や多読学級、児童の紹介の他、読書エピソード、

図書館でのマナー、分類番号など図書について、掲載

し、読書活動への興味・関心を高めている。 
 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  10月までの貸し出し実績を比較すると、22年度は

10,615 冊だったものが、23 年度は 11,129 冊と貸し

出し数の増加が見られた。10 月の段階で児童一人あ

たり平均 27冊の貸し出しを行っており、様々な取組

により、図書館に足を運び読書に親しむ児童が増え

た。 

 ⑵ 課題  

 さまざまな取組により学校全体としては、図書館の

利用数は増えたが、利用実態を細かく見ていくと、学

級や個人によって大きな差が見られた。より多くの児

童が何度も足を運ぶ図書館にしていくための工夫を

今後も考えていきたい。 

 ⑶ おわりに 

今年度は例年の活動に加え、ビブリオバトルに挑

戦するなど新しい試みを多く取り入れることができ

た。児童にとって魅力のある図書館を目指し、これ

からも読書意欲の向上に努めていきたい。 
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